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栗原 幹事 熊坂 会長

今日の例会　 Today’s　Regular Meetings  
１１月１６・１７日（土・日） 
第１６１３例会 
例会場：レイボックホール大ホール 
卓話者： 
テーマ：地区大会 
 

次回の例会 　Next Regular Meetings  

１１月２１日（木） 
第１６１４例会 
例会場：伊勢丹浦和店７階クローバールーム 
卓話者：小宮　泰二会員 
テーマ：財団プログラムについて 

「犬の十戒」を紹介する。

1 　私の一生は10年から15年　

   　あなたと離れるの  が一番つらいこと

2 　あなたが私に何を求めているのか

   　私が理解するまで待って

３　私を信頼して

４　私を叱らないで　私にはあなたしかいない

５　時々話しかけて

6　あなたがどう私を扱ったか　私は忘れない

7　私をいじめたりする前に覚えておいて　

　  私はあなたを傷つけない

8　私が何かで苦しんでいないか気づいて

9　私が年をとっても私の世話をして　

       あなたも私と同じように年をとるのだから

10　私は生涯あなたを一番愛している
卓話者　参遊亭遊助 （豆生田信一）さん

東京大学経済学部卒業。横浜銀行入行。アメリカ

留学しMBAを取得後、ALSOKに入社。三遊亭遊三

に落語を師事。横浜の RCを中心に卓話する。現

在CMにも出演中。

栗原幹事報告
配布物
①米山奨学事業　辞典
②埼玉こども食堂プロジェクト
③第一グループ合同事業　
　　シンポジウム
　「浦和から創める REスタート」
④2023IM報告書　⑤週報
　
理事会審議内容
・12月例会企画
・地区決算が大幅赤字　承認は得ない
　別途報告の機会をもうける
・今後は理事会議事録を作成していく

【11月お誕生会 】
   尾崎会員　折茂会員　辻村会員

熊坂会長挨拶

11月1日は犬の日。

子どもが生まれたら犬を

飼った方がいいと聞いた

ことがある。

メーキャップのお客様
浦和RC　２名　浦和東 RC　19名
浦和南RC　1名　浦和ダイヤモンド RC　7名
浦和北RC　3名　川口モーニング RC　7名
幸手中央RC　1名

おめでとうございます！



例会日：毎週木曜日　19:00～20:00
例会場：伊勢丹浦和７Ｆ　クローバールーム
事務局：さいたま市浦和区高砂2-8-4　市川ビル３階
TEL:070-9097-5489
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://urawa-naka-rc.org
Email　urawanakaRC@outlook.jp

会　長 ：熊坂　創 会長エレクト：松石　滋樹　　
幹　事 ：栗原　隆之　　   クラブ管理運営：松石　滋樹　
Ｒ財団：小谷野　堅太郎 米山記念：佐藤　美好　
奉仕ＰＪ：赤松　宏和 会員増強：相原　章
親睦活動：染谷　幸一 ロータリー情報：石井　佳代　　
出　席：市川　浩正 公共イメージ向上：小宮　泰二

【編集後記】　米山梅吉はロータリーの父と言われるほど、社会貢献に励んだ。そして今、米山奨学生という形で世界を担う人材育
成へと繋がっている。それは、自分の子どもを二人も早くに亡くし、わが子が為しえなかった「社会の役に立つ」ということを若者に
託しているからなのだ、ということがよく伝わる落語であった。（怜）
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出席報告： 　市川浩正出席委員長

①会員総数  
2024-25年度 

②本日の出席  
会場+リモート

③メークアップ  
カード枚数

④出席数 
（②+③）

⑤免除会員数  
2024-25年度 

⑥免除会員者  
当日欠席数 

⑦実行数 
（①-⑥） 

⑧出席率 
（④÷⑦）

32  25  4  29  ３ 1  31  93.55％

　

    梅吉は明治元年、江戸で武士であった和田家の3男
として生まれた。父が早くに亡くなり、貧しい生活を強いられていたが、11歳の時、静岡県長泉村の米
山家から養子に迎えたいとの申し出があるほど利発な子であった。沼津中学でも学年一の優秀さを
誇り、親友と共に上京し、現在の青山学院大学に通い、20歳の時に米山家と養子縁組を結ぶ。
　その後渡米し、英語の勉強に励む一方、社会奉仕の精神も学んだ。8年間アメリカで過ごした後、
27歳で帰国し、米山家の長女はると結婚。勝海舟から大臣秘書官の職を推薦されるが、友人の紹介
で決まっていた三井銀行に29歳で入行する。
　46歳で欧米金融視察団として海外調査に出向き、元気なうちは社会の役に立つことをするべきだと
いう発想で本も出版する。また、母校の青山学院で募金活動にもいそしみ、社会貢献を始めた。
　1917年アメリカ視察の際、既にダラスでロータリークラブの例会に出席していた三井物産の福島に
連れられて例会へ。1920年、ダラスから帰国した福島に、東京ロータリークラブ設立を乞われ、10月
20日東京ロータリークラブの初代会長に就任する。
　1921年1月6日長男を急性肺炎で亡くした梅吉は、故郷の長泉村に教育基本金を寄附し、社会貢
献を続けた。大阪、名古屋、神戸、京都、横浜とロータリークラブが誕生していき、1924年梅吉は日本
と満州を一つの地区とする第70地区の初代ガバナー、三井信託銀行の初代社長に就任する。
　1926年には次男が亡くなったが、次男の母校立教大学に寄付をし、社会貢献を続ける。
　1930年代、世間から財閥に対する反感が強まり、三井家は2000億円ほど出資し三井報恩会を設
立。梅吉は初代理事長に就任し、4つの分野を中心に社会貢献をした。医療、社会福祉、学術、農
村振興である。当時難病であったライ病患者の話を膝を突き合わせて聴いたり、全国に50もの病院を
新設したり、富士山山頂に気象観測所を立てたりした。
　1945年9月国会議員になり、貴族院に登院するもの病に倒れ、1946年7月78歳で生涯を閉じた。
　毎朝朝風呂に入り、洋服を自分でコーディネートする大変お洒落なイケメンであった。

米山梅吉物語


